
　連合佐賀は８月21日（水）、佐賀県庁4階庁議室において、「2024年度
佐賀県に対する政策・制度要求書」を提出し、山口知事との意見交換会
を実施しました。

１．要求書手交
 冒頭、草場会長から「連合佐賀25産別169組合、31,000名の思いを込
めて要請をさせていただく」との言葉を添えて、山口知事へ「2025年度佐
賀県に対する政策・制度要求書」を手交されました。

２．県知事との意見交換会
◆連合佐賀 草場会長あいさつ
　「佐賀県では、価格転嫁に関する協定の締結や佐賀型賃金UPプロジェクトなど、一生懸命、
力強く、政策を進めていただいており、感謝を申し上げる。連合佐賀においても、佐賀県や佐賀
労働局の取り組みを踏まえて、労務費の適正な価格転嫁を図るために、各単組において会社側
に要求書を提出させていただいている。また昨日、最低賃金審議会において、56円を引き上げ、
時給956円で結審をした。九州のCランクでは、最も高い額をキープし、福岡県との額差が41円
から36円になった。福岡県への労働力流出防止に向けて前進したのではないかと思う。これも

地方労働審議会に向けた山口知事からの要請や審議会における落合副知事の要請があったからこそだと思ってい
る。心から感謝を申し上げる。引き続き、連合佐賀の各種運動や取り組みに際し、佐賀県の変わらぬご理解とご協力
をお願いするとともに、手交した要求書の真摯な取り組みをお願いしたい。」と挨拶しました。
◆佐賀県 山口知事あいさつ
　「連合佐賀の皆さんには、労働者の皆さんのために日 ご々尽力いただいていることに感謝してい
る。最低賃金に関しては、実態としてどうあるべきか散々議論をして、今年も佐賀地方最低賃金審議
会に要請を提出した。最低賃金で雇用せざるを得ない会社の苦しい状況を理解しつつも、あるべ
き姿にしていかないと、佐賀県全体の経済が疲弊してしまう。佐賀県も深刻な人手不足のため、福
岡県への流出が無いように取り組んでいきたい。その他、高校生の県内就職率を高める取り組み
は、この10年間で9ポイント程度上がった。県立大学についても、新しい時代を構想できる人材を
育成し、いろんな可能性のある社会を作っていきたい。また、今年佐賀で開催される国スポ、全障
スポもぜひご支援いただきたい。今日も忌憚のない意見交換ができればと思う」と挨拶されました。
◆意見交換
〈テーマ１〉適正な価格転嫁と物価上昇に見合う賃上げに対する支援について
　2024春闘では連合佐賀の6月末集計値で4.98％の賃上げとなり、価格転
嫁については、各構成組織から対応する会社へ要請を行いましたが、物価上
昇に賃上げが追い付いていない。また、経済産業省の３月調査によると全国に
おける価格転嫁率は46.1％、佐賀県の調査では製造業の約４割、非製造業
の約５割がコスト上昇分の20%未満しか価格転嫁できていないため、価格転
嫁と連携協定が重要となることなどについて意見交換を行った。山口知事は、
「県としては価格転嫁の取り組みを強化し、専門家の意見を取り入れながら発
展を目指す。また公契約条例については今の時代の中でどういう条例のあり方があるのか検討する価値がある」とコ
メントされました。その後、連合佐賀の2つの構成組織より現状報告をいただいた。

2025年度佐賀県に対する政策・制度要求書提出および佐賀県知事との意見交換会

れんごうさが
社会を新たなステージへ、ともに歩もう、ともに変えよう
　　　　　　　  ～仲間の輪を広げ　安心社会をめざす～

RENGO　SAGA

2024年9月
No.198

発　行
発行人

日本労働組合総連合会・佐賀県連合会
松尾和寿　　　　 編集者  矢ヶ部教馬

〒840-0804　佐賀市神野東4-7-3　 TEL0952-33-3705　FAX0952-33-2805

連合佐賀ホームページ　　https://rengo-saga.jp/ 1



▷

2024.8.22
　  佐賀新聞掲載

◎小川副会長（運輸労連）
　運輸業界は全国で6万数千社ある。うち99％が中小企業であるため、価格転嫁の難しさと事業者数の多さが進展
を妨げている現状であり、廃業に追い込まれる事業者も出てきているが、運輸業界は世の中に欠かせない貴重な産
業だと思っている。引き続き運輸業界の円滑化協定の遵守や支援プロジェクトの拡充と実効性を高める取り組みを
要望する。 
◎草場副会長（電力総連）
　電力関連産業の健全で持続可能な発展を目指した運動として、東日本大震災以降の電力関連産業の取り組み、
九州電力のグループ経営の強化について、適正な発注単価や標準化された発注業務・適正工期の確保を調和させ
業務基盤の確立を目指して取り組んでいる。
◎松尾事務局長
　県も発注者の立場であり、発注者の責任として自治体が発注をする公共事業や業務委託などに従事する方々の
賃金や報酬下限額を設定する公契約条例を制定することが、受注者が安心して業務に従事できる環境作りに繋が
るのではないか。公契約条例の制定に向けての検討を要望する。

〈テーマ２〉カスタマーハラスメント（カスハラ）に対する対応について
　現在「カスハラ」は、パワハラやセクハラなどと異なり、法律上の定義が無い。カスハラが社会問題化する中、厚労省
は労働施策総合推進法を改正し、従業員を守る対策を企業に義務づける検討に入り、骨太方針に「職場におけるハ
ラスメント（カスタマーハラスメントを含む）について、法的措置も視野に入れ、対策を強化する。」と盛り込まれた。　
 そこで、佐賀県におけるカスハラの定義や問題点などを論点に、意見交換を行った。山口知事は、「絶対に人を傷つ
けることはあってはいけない。“会社としてカスハラに対応する体制ができているのか。” “社会全体での啓発活動や教
育をする。” この２つが重要である」とコメントされた。また連合佐賀の2つの構成組織より現状報告をいただいた。
◎井上会長代行（自治労）
　自治労が実施した調査では、過去３年間に住民からカスハラを受けた人は46％、職場で受けている人を見たケー
スを含めると76％で、回答者の約４分の３の職員がカスハラの被害を受けたり、見聞きしたことがあった。カスハラを受
けた職員のうち約３分の２が強いストレスを感じており、出勤が憂鬱になった職員が約６割、休職に至っては１割で、自
治体当局・事業主に対しての取り組みが必要。
◎近藤副会長（ＵＡゼンセン）
　サービス業で働く167万人の組合員がいて、悪質クレームアンケートでは多くの組合員が心を痛めており、暴力行為
やセクハラに発展するケースもある。増加の原因として、サービス競争による消費者の過剰な期待やSNSなどのメディ
アの普及、クレームがストレスの捌け口になっている。社会全体での啓発活動や教育対応が必要。

３. 今後の取り組み
　佐賀県に提出した「2025年度 佐賀県に対する政策･制度要求書」12分野25項目61事項のうち、重点事項（9分
野、12項目、14事項）について、9月中旬に佐賀県より「重点事項への文書回答」を受ける。さらに、その中から10項目
程度に絞り「関係部局長との交渉（2024.10.29）」を実施し、佐賀県に対し「2025年度佐賀県予算編成に向けた措
置」をお願いする予定である。
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　連合佐賀青年委員会は、８月31日（土）に各構成組織の若者の連帯と交流を目的として「2024ユースラリー」を開
催しました。構成組織や地域協議会、女性委員会、青年委員会幹事など総勢34名が参加しました。
 今年度は大刀洗平和記念館を見学し、戦時中に多くの尊い犠牲のうえに今現在の平和と繁栄があることを再認識
する目的で青年委員会で企画立案し開催しました。当日は台風10号の影響も考えられましたが、終日天気も良く開催
することができました。

【平和研修】
　大刀洗平和記念館見学では、まず初めにガイドの方
から、記念館の館内施設説明を行って頂いたのち、戦時
中における大刀洗飛行場のあゆみなど説明頂きました。
記念館では実物大の模型や世界で唯一現存する零戦
なども展示されており、戦前の日本の航空技術が優れて
いたこと等紹介されていました。また若者たちが家族に
宛てた、手紙や遺書などの展示もされており、平和の尊
さを感じることができました。ユースラリーに参加した若
者たちからも「平和の大事さを実感しました」などの声を聴き、全体で「平和の尊さ・戦争の悲惨さ」を体感しました。

【昼食交流】
　サッポロビール工場・日田の森ビール園で昼食交流会を行いました。昼食は事前に班分けを行っており、昼食を食
べながら自己紹介や意見交換など大いに盛り上がりました。最後にイベントとしてクイズを行い班ごとに話し合いなが
ら問題を解いてもらいました。10問中全問正解のB班が1位となりました。最初は緊張していた参加者も、組織を越え
た交流が深まり、良いイベントとなりました。

【梅酒づくり体験】
　日田市「梅酒造大山」にて梅酒づくり体験を行いました。参加者は梅酒づくりor梅シロップづくりのどちらかを選ん
でいただき体験を行いました。時期的に梅の収穫は5月～6月頃という事で冷凍されていた梅を使っての作業となりま
した。簡単な作業ではありましたが、参加者の皆さんはMy梅酒という事もあり真剣に作業に取り組んでいただきまし
た。参加者はレシピを写真で撮影したりして、自分でも簡単に作れることを実感したようでした。

2024連合佐賀ユースラリー

△大刀洗平和記念館参加者にて

△梅酒づくり体験 △出来上がった梅酒
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連合佐賀2024女性集会

　連合佐賀女性委員会は、９月７日（土）シャトー文雅にて「2024女性集会」を開催しました。
　各構成組織・女性委員会より総勢45名が参加しました。

１．開会　主催者代表挨拶
 女性委員会 石隈委員長より、『連合は2030年までに意思決定の場に女性が50％参加の目標を掲げている。目
標達成のためには、男女が共になって、あらゆる分野にジェンダーの視点を取り入れることが重要である。誰もが安
心して働き、暮らすことができる社会実現を目指そう。』と挨拶がありました。

２．【１部】2024女性集会（10：30～11：25）
①自己紹介 
「実は好きな〇〇、ニコニコ自己紹介」をテーブルごとに行いまし
た。どのテーブルも盛り上がり、和やかな雰囲気の中で女性集会
をスタートしました。
②女性委員会活動紹介 
「連合佐賀組織内における女性組合員数」「女性委員会役員
体制」「幹事会」「主な活動」など女性委員会の活動報告のほか、女性委員会幹事の紹介を行いました。

③連合佐賀議員懇談会 女性議員の活動報告 
連合佐賀議員懇談会についての説明の後、「富永明美 佐賀市議会議員」「田村弘子 鳥栖市議会議員」より、わ
かりやすく議員活動報告をいただきました。 
④ジェンダー平等の実現にむけて（事務局報告） 
東島副事務局長より、国や県のジェンダーギャップ指数や男女間の賃金格差などジェンダーについての説明や、
連合佐賀で取り組んだ「ジェンダー監査」について報告がされました。
　
３．【２部】テーブルマナー講習会（11：35～13：40）
　テーブルマナーの基本を知って、いざと言う時、楽しく食事をしていただくために、女性集
会２部でテーブルマナー講習会を開催しました。泉講師より「テーブルマナーの歴史」から
「乾杯の仕方」「ナフキンの使い方」「ナイフとフォークの使い方」「パン皿とグラスの位置」な
ど分かりやすい説明を受け、参加の皆さんと「同じ時間と空間」を共有しながら楽しくコース
料理をいただきました。各テーブルとも、とても和やかに交流を深めることができました。

４.閉会　
　「2024女性集会」は、産別・単組間の枠を超えた女性組合員、議員懇談会の女性議員との交流を通して、女性
活動の充実・活性化に向けた課題を共有するとともに、テーブルマナーを学び、女性のエンパワーメントを高める集
会となりました。女性委員会としては、今期の総括を行い来期の活動に向けて12月14日（土）に第35回定期総会を
開催します。

△泉 講師
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　８月5日（月）～6日（火）、広島市・上野学園ホールにおいて「語り継ぐ戦争の実相と運動の継続で核兵器廃絶と
恒久平和を実現しよう」をテーマに平和行動ｉｎ広島が開催され全国から1,780名が参加しました。

【ピースフィールドワーク】
　連合広島の青年委員会・女性委員会のメンバーが「ピースガイド」
として案内役を務め、広島平和記念公園内の慰霊碑や記念碑を巡
る「ピースウォーク」が実施されました。世界平和を訴えるシンボルとし
てユネスコ世界遺産にも登録されている原爆ドームや原爆死没者慰
霊碑、被爆したアオギリの木など約1時間程度、平和記念公園内を猛
暑の中、連合佐賀からの参加者6名を含む30名程度の班でフィール
ドワークが実施されました。

【2024平和ヒロシマ集会】
　冒頭、戦没者に対して参加者全員で黙とうを行い、主催者代表挨
拶として芳野友子・連合会長から「原子爆弾が投下され79年となり
ます。今もなお被爆の後遺症に苦しんでいる方が多くいらっしゃいま
す。また、世界には1万2千発の核弾頭が存在しているのが現実です。
私たちはこれからも核兵器廃絶と世界の恒久平和の実現に向け活
動を行っていきます。平和を願うすべての仲間と共に頑張りましょう。」
と改めて核兵器廃絶、そして世界の恒久平和の実現に向け、取り組
みを進めていく決意を示されました。

《学習会》
　中国新聞社特別論説委員の宮崎智三様から「被爆80年に向けて　被爆地広島の課題と役割」と題して講演
が行われました。

《被爆体験証言》
　広島県原爆被害者団体協議会理事長の箕牧智之様より、ご自身の体験を踏まえた当時の様子を詳しく写真付
きで講演いただきました。「79年が経ち被爆者も年々少なくなってきている。被爆体験を広く世界の方に知ってもら
うために様々な行動を起こしてきた。今後も核兵器廃絶に向けた取り組みを行っていく。今日参加の皆様も核兵器
廃絶、恒久平和に向けた取り組みをお願いしたい。」と涙ぐみながら想いを語られました。

《若者からのメッセージ》
　高校生平和大使6名から今年度の活動報告と共に、核兵器廃
絶や平和な世界の実現に向けた熱いメッセージが語られました。

《最後に》
　被爆地を訪れ、改めて、平和とは・戦争とは何かを学び、未来に
向けて何ができるかを考え、「核兵器廃絶」「恒久平和の実現に
向け」行動していかなければならないことを共有できた平和行動
でした。

平和行動ｉｎ広島

△ピースフィールドワーク

△連合 芳野会長

△広島から長崎へのピースフラッグリレー
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　連合は、2024年8月8日（木）～9日（金）長崎県立総合体育館
「メインアリーナ」にて、平和行動ｉｎ長崎を開催し、連合佐賀各地
域協議会と連合佐賀事務局あわせて総勢27名で参加しました。

【8月8日：2024平和ナガサキ集会】
　2024平和ナガサキ集会は、「語り継ぐ戦争の実相と運動の継
続で恒久平和を実現しよう」をテーマに、原水爆禁止日本国民会
議（原水禁）と核兵器廃絶・平和建設国民会議（KAKKIN）の共
催のほか、長崎県、長崎市からの参加者ほか、全国の構成組織・
地方連合会から1,840名が参加しました。
　冒頭、開催地代表として高藤義弘・連合長崎会長は、現下の核兵器を巡る情勢に触れたうえで、「今現在、核弾
頭は1万2千発以上も存在し私たち人類は今もなお核兵器の脅威にさらされています。国際社会に目を向ければ、
ロシアによるウクライナ侵攻など世界では様々な紛争が起こっており、核兵器による威嚇を繰り返し行われているの
が現実です。核兵器の使用を示唆するような恐ろしいことを行っているのが人間であるのならば、やめさせることも
同じ人間ができるはずです。本集会の提起として、平和な世界、核兵器のない世界をめざす声をさらに大きなものと
して行こう！」と挨拶されました。
　続いて、主催者代表として芳野友子・連合会長から、「平和4行動については、沖縄・広島・長崎・根室と引き続
き世界の恒久平和実現に向け行っていきます。戦後79年となり戦争を経験した人たちが少なくなってきているのが
現実ですが、被爆体験や戦争体験を語り継ぎ、平和を守っていく不断の努力を続けていかなければなりません」と
挨拶されました。その後、長崎県知事、長崎市長、国際労働組合総連合より挨拶がありました。
　また、被爆者の訴えとして公益財団法人長崎平和推進協会の築城昭平様から、被爆体験の話が行われました。
基調講演として長崎大学核兵器廃絶研究センターの吉田文彦様から「地球の健康／人間の健康そして核廃絶」と
題して講演が行われました。
　最後に若者からのメッセージとして、ナガサキユース代表団及び高校生平和大使による恒久平和に向けた思い
を訴えられました。当日は日向灘における震度6弱の地震があり集会所でも警報が鳴り、騒然となる場面もありまし
たが無事に2024ナガサキ集会を終えることができました。

【8月9日：2024平和ナガサキピースウォーク】
　原爆投下の日に合わせて、ピースウォークが行われました。連合佐賀から参加した27名で原子爆弾落下中心地
碑や被爆当時の地層など平和公園周辺を1時間程度歩きながら説明を受けました。暑い中でのピースウォークでし
たが体調不良者もなく2日間を終えることができました。

平和行動ｉｎ長崎

△芳野友子・連合会長の挨拶

△連合長崎から連合北海道へピースフラッグ引継ぎ △連合佐賀の参加メンバー
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　連合は、2024年9月6日（金）～9日（月）北方四島交流センター、納沙布岬・望郷の岬公園にて、2024平和行動in
根室を開催しました。連合佐賀からは構成組織より４名と事務局１名の計５名で参加しました。

【平和四島学習会・9月7日】
　北方領土問題に対する理解を深め、北方領土返還要求運動を進めるため、北方領土問題の経緯や現状、課題と
展望について学び、元島民が故郷・北方四島に寄せる想いを聞く「北方四島学習会」を実施し、連合全体として計
470名が参加しました。連合佐賀はBコースへ参加し、北方領土問題の理解を深めてきました。

Ｂコース（計71名）
場所　北方四島交流事業船「えとぴりか」（根室港停泊）
内容　（1）「ロシアによるウクライナ侵略　今
　　　　　　　　　　　　　　北方領土を考える」
　　　　　講師　石川一洋氏（ジャーナリスト）
　　　（2）「北方領土の自然と日露関係の打開策」
　　　　　講師　本間浩昭氏（毎日新聞記者、
　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人北の海の動物センター理事）

【2024平和ノサップ集会・9月8日】
　「2024平和ノサップ集会」が、望郷の岬公園で、「北方領土
（択捉島、国後島、色丹島、歯舞群島）の返還！日ロ平和条約の
締結を！」をテーマに開催され、全国の構成組織・地方連合会か
ら計728名が参加しました。主催者を代表して清水秀行・連合事
務局長は、「平和を求め、平和を守る。今も昔も、そしてこれから
先も、平和は、連合が労働運動に取り組む上で大きな柱となって
いる」また、ロシアによるウクライナ軍事侵略をめぐるについて、「ロ
シアがウクライナへの軍事侵略を開始し、大きな衝撃を受けると
ともに、未だ解決の道筋さえ見られず、無辜の市民や子どもたち
の犠牲が拡大する現状を鑑みれば、改めて平和の尊さを痛感さ
せられる」そして、「元島民の方々は、ふるさとに戻れず、自由に訪
れることもできず、79年が経過し、平均年齢は88歳を超えた。残
された時間は決して長くない」「日本政府には、日ロ関係の改善、
そして、その先にある1日も早い北方領土問題の解決に向けて、
粘り強い外交努力を求めたい」と語りました。最後に「世界の恒
久平和の実現に向けて、一緒に平和運動の輪を広げていきま
しょう」と集会参加者に呼びかけられました。
　地元挨拶として、連合北海道須間会長から来賓挨拶として3名の方から挨拶を頂きました。集会では元島民の訴え
として鈴木咲子氏（択捉島）から「海の向こうに見える近くて遠い故郷が1日も早く返還されるよう運動を継続してきた
が返還は実現されず、さらに墓参の道も閉ざされ、途方に暮れている。しかし、故郷に戻ることが叶わなかった同胞た
ちの墓前に良い知らせを報告するまで返還要求運動の灯を消すことなく取り組みを進めていく」と訴えられました。
　また、特別報告として竹島問題がある連合島根から「北方領土問題と同様に竹島領土問題も平和行動in根室に
て国内世論を高め全国に向けて発信していきたい」と報告いただきました。最後にピースフラッグ引継ぎ、集会アピー
ル、ガンバロー三唱が行われ集会を終了しました。

平和行動ｉｎ根室

△連合 清水事務局長

△北海道から沖縄へのピースフラッグリレー
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　連合佐賀議員懇談会は７月１７日（水）、「2024夏季研修会」を開催しました。
　議員懇談会では、政策制度の取り組みや各地方自治体の諸課題について議員と役員の情報の共有を目的に開
催しています。今回は、「OPEN-AIR佐賀の取り組み」をテーマに、昨年、環境整備一環として再整備された北山湖周
辺エリアの現地視察を行いました。

　「ＯＰＥＮ-ＡＩＲ佐賀」概要について　　

　　　　　　　　　　　　　〈説明〉佐賀県　政策部　政策企画監　小山 由希子 氏
　「OPEN-AIR佐賀」とは？佐賀の澄み渡る大空のもと「観光」「働く」「遊ぶ」「食べる」など
様々な切り口で佐賀の魅力を体感する取り組みで、きっかけは新型コロナによる社会の変化
です。新しいライフスタイルを提案し、各施設における交流人口増加による佐賀らしい地方創生
を目指しており、OPEN-AIR佐賀の3つの拠点、①「海」-波止岬キャンプ場、②「山」-レイクサイ
ド北山・キャンプ場、③「歴史・平野」-吉野ケ里歴史公園のほか「さがナイトテラスチャレンジ」-コロナの中で飲食店営
業を活性化するための店先の歩道1.5m幅を活用した社会実験の取り組みなど、説明いただきました。

　　北山キャンプ場について　　

           〈説明〉（株）ＡＮＤＣＯ　北山キャンプ場　施設長　加納 達也 氏
　「北山キャンプ場」はOPEN-AIR佐賀の環境整備一環として再整備され、昨年リニュー
アルオープンしました。キャンプサイトまで車で行けるオートサイトはもちろん、ペット同伴で楽し
むことができるサイト、直火での焚火ができるサイトなど、全79サイトのバリエーション豊富なキャ
ンプ場である。温水対応のシャワー棟や洗い場、トイレにはおむつ交換台を設置、センターハウ

スにはWi-Fiも整備されています。福岡や佐賀からの利用者も多く、レンタル品も充実しているため初心者でも安心し
て大自然のキャンプが楽しめるので、ぜひお越しください！と熱く語りながらご案内いただきました。

９月の中旬になるが、まだまだ暑い日が続いている。今年の夏も暑かったがいつまで続くことやら。
さて、国スポ・全障スポが9月～10月にかけて行われる。佐賀県に多くの選手や応援団が来佐される。
私も国体に3回出場した経験があるが、多くの方のサポートがあって出場できた。またたくさんの応援がある
と力になる。
もうすでに県内各地で色々な競技が始まった。ぜひ皆さんも応援にいっていただき、このスポーツの祭典を盛
り上げてほしい！（K・Y）

連合佐賀議員懇談会「2024夏季研修会」

ローラースライダー
「北山モンスターⅢ」

リニューアルの目玉、ロングスライダー「北山
モンスターⅢ」。その長さは、北部九州最
長を誇る111ｍ。ゴールの方から眺めても、
モンスターの名にふさわしく迫力たっぷりの
姿！近くには、草スキーの遊び場や湖を1周
する全長約６ｋｍのサイクリングロードも整
備されている。
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